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認定調査員テキストの修正の考え方について   



認定調査員テキストの修正について   



査員テキストの経緯と修正につしもて（概要）  

2009年テキスト  テキスト修正（案）  2006年テキスト  
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l型墾  

各認定調査項目の状況  

新書介言渡比定シ  

認定調査項呂  ¢脛力   現行テキスト   テキスト修正（冥）   

○   ○  ○   「1－一 郎痺（左一上肢）」   

rl－1爪痺（右一上肢）」  

図示とともに、「厘位で腫が伸ばせるかを沌捜する」   「T－1解痺（左一下肢）」  

図示とともに．「座位で睦が伸ばせるかを確王丑する」   r卜1醇愕（左一下肢）j  

四瞳の欠場がある場合にのみ選択．  r卜1闘病（その他）」  

四肢の欠場がある場合にのみ選択。  

座位の状憶を1分間穏便保持できるかどうかの能力  座位の状膳を1旦盆血盟度保持できるかどうかの能力  

r2－10上衣の貯脱j  

r2－11ズボン等の着脱J  
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各認定調査項目の状況  
錘価軸  ！芝売調査員  

テキスト  
据要介は認定シ  修正（案）  

る問い合わせ  現行テキスト   テキスト時正（案）   （言）有無  統計宇的有意 にバラツキが大  きい  テキストlこ苅す  く件数、10件以 上のエ見目）   ま空知症の人と 家族の会 指摘巧項   （結城雲邑三周宜  

結果）   

「3－1君思のほ達」  ○  ○  ○  

「コー2毎日の日はを！那；」  ○  
「3－3生年月日をいう」  ○  ○  ○  

「3－4短糊記恒」  ○  ○  

認知機能       「3－5自分の名前をいうJ  

（第3群）  
D  ○  

rユー6今の季節をⅠ望胴」  ○  コ  ○  

Cl  ○  r3－71見所の甥解」  ○ （⊃  ○  ロ l ロ l   ロ ロ ロ                 （○） ○ ○ ○ ○ ○ ○  ㌍ ：蒜 ゝド／ 茎 鞘 馳 諜 鞍 lこ；1  

「3－8緋洞」  

「3－9外出して戻れない」  

○  0  

○  

碁 ○ ○ ○ ○  

「ヰー6大声を出すJ  ○  ○  

「4－7介抜にほ抗」  ○  

「4－8落ち着きなしJ  ○  

「小9一人で出たがるJ  ○  

精神・行動  ○   0   

． 

に 物が成れ1、〈ても破壊しよ‾とする場合の選択基準）   手際に 物が情九な（Tヰ肪1ま一 上ろ♪すスiキー軌がみら九るi皇≠＝士き平価   

「4－11物や衣類を壊す」  ○  ○  規定なし  する．  

この物忘れによって．何らかの行動が起こっている  ・この物忘れによって、何らかの行動が起こっているか、風皿地1且ら かの射統多′らなけ九ばならない上キな沈溺＝止の不油菜など）多いう．  
電ほの伝言をし忘れるといったような、単なる物忘れは含まない．周囲の  

○  ○  
看が何らかの対応をとらなけ九ばならないような状皿こついては．芙脛に  

「4－12ひどい物忘れ」  ○  11 OO 対応がとられているかどうかは選択基準には含まれないが、具体的な対  
応の状況について特記事項に妃正する。   

「4－1コ独り言・独り笑い」  ○  ○   

「4－14計分川手に行動するj  ○  9  

「4－15ほがまとまらない」  ○  5  ○  
言募含五廿な〆の手ユーつかh内相謹を月二入する1見合  

「5－1菜の内服」  （⊃  44  ・（往管某巷（胃ろつを含む）などのチューブかb内服薬を注入する鳩舎） 規定なし  ・鰊管儀嬬＝甘ろ                も会．む（遇択基準に含む）   

社会生活  r5→2金銭の管理J  ○  16  

への適応  ○  6  ○  （○）  

（第5群）  ○  15  

「5－5買い物」  ○  ○  ○  
「5－6簡単な研Ⅰ璧」  ○  14g   ○  
「点滴の管理」  ○  
r中心轟争脈栄養J  001 
r透析」  ○  0  

rストーマの処置」  ○  
r敵素便法」  ○  3  

特別な医療       rレスピレーターj 「気管切開の処置」  OOo 
○  0  

「痔痛の宥旺」  ○  
「綾菅栄憂」  ○  0  

「モニター測定J  ○  0  

「じょくそうの処置」  ○  0  

rカテーテル」  

含羞十   18  16  40   9  761  25  41   25   9   31  

※12－3えん下」は．1柁力の碩臼であるが、現行テキストで、必ずLも！冗         行丁る必要はない碩β  ※「3－2廷忠の伝達」．r5－コ日常の君恩決定」は．もともと日頃の状憶でl平価する碩目   
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匡堕司  

目の定義変更に係るシミュレーションについて  

○ 対象サンプル数   

蜘 000  

タ」という。）   
（以下「2009年度デー  

※「2009年4月に申請を行い4月又は5月に審査判定を行った」及び「2009年5月に申請を行い5月に審査判定を行った」案件  

○ 対象項目の選定   

統計学的に有意に自治体間のバラツキ（標準偏差）が拡大 し、又は車地  
項目※をシミュレーション対象 る 項目として選定した。  

※ 同様の考え方で調査を行っている項目もシミュレーション対象項目に加えた。  

○ シミュレーションの手順（概要）   

対象となる項目について、以下の手順1及び必要に応じて手順2を実施 した。   

圭過12009年デ ータの更新中 話者において、 障害高齢者の日常生活自立度（追  
う∩）が前回申請時に比べて維持又は悪化しているにもかかわらず、改善さ  

て、日立度とい  

る傾向の選択  
肢が選択されている案性 について、前回申請時の選択に変更した（戻した）。※  
※ 前回申請のデータを有する更新申請者のみの変更であり、新規申請者は変更の対象となっていない  

／  

圭j温≧堅坦8年度に認定支 に報告があった事例 援ネットワーク から10，008  

塵の選択の桔性を参考に2009年データを 変更した。   



シミュレーション結果  

一次判定結果  

2005．4・5月判定  

（371，834件）  

2006．4・5月判定  

（361，592件）  

2007．中5月判定  

（416．318件）  

200臥4・5月判定  

（406．427件）  

2009．4・5月判定  

（279，805件）  

シミュレーション前  
（10，000件サンプル）  

シミュレーーション結果  

（10，000件サンプル）  
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□非該当  口要支援1 □要支援2  日要介護1 田要介護1相当  口要介護2  9要介護3  国要介護4 〔］要介護5   




